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写　　　　　真

写　　　　　真

写　　　　　真

写　　　　　真

シンボル

季　節 －

名　称 新宮神社の三本杉

場　所
（見る場所）

福見川町494

季　節

名　称

場　所
（見る場所）

－

湧ケ淵公園

末町（湧ケ淵トンネル付近）

名　称 日浦地区の川施餓鬼

場　所
（見る場所）

東川町（東川橋付近）

備　考
四国最大級の樹齢約360年と推
定される大杉、松山市指定天然
記念物。

Ｎｏ．4 地　区 日浦

分　類 イベント

Ｎｏ．1 地　区 湯山

分　類

備　考
一級河川である重信川水系石手
川の上流に位置するダム。

Ｎｏ．3 地　区 日浦

分　類 シンボル

季　節 －

名　称 石手川ダム

場　所
（見る場所）

宿野町乙58-1　付近

備　考
石手川の上流にある自然豊かな
公園。

Ｎｏ．2 地　区 湯山

分　類 シンボル

備　考
お盆の時期に日浦地区で行われ
ている伝統行事。

季　節 夏
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Ｎｏ．5 地　区 日浦 写　　　　　真

分　類 シンボル

季　節 春

名　称 両新田神社のお杖椿

場　所
（見る場所）

河中町295

備　考
両新田神社の境内にある椿、松
山市指定天然記念物。

写　　　　　真Ｎｏ．6 地　区 日浦

分　類 風景

季　節 －

名　称 日浦地区の棚田

場　所
（見る場所）

河中町（317号線沿い）

備　考
石積みの棚田が多く残っている風
景。

写　　　　　真Ｎｏ．7 地　区 五明

分　類 イベント

季　節 夏

名　称 五明地区のホタル祭り

場　所
（見る場所）

神次郎（美津気神社前）

備　考
五明美津気神社周辺で行われて
いる祭り。川沿いでは自生のゲン
ジボタルを見ることができる。

写　　　　　真Ｎｏ．8 地　区 伊台

分　類 シンボル

季　節 春

名　称 西法寺の薄墨桜

場　所
（見る場所）

下伊台町969

備　考
西法寺境内にある樹齢約1500年
とされる薄墨桜。
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写　　　　　真Ｎｏ．9 地　区 伊台

分　類 風景

季　節 －

名　称 瀬戸風峠からの眺望

場　所
（見る場所）

祝谷東町（瀬戸風峠）

備　考 標高約２１０ｍの峠からの眺望。

写　　　　　真Ｎｏ．10 地　区 久米

分　類 風景

季　節 -

名　称 久米の里山（鷹子古墳農園）

場　所
（見る場所）

鷹子町（鷹子町運動公園付近）

備　考
地元の活動により整備された里
山。

写　　　　　真Ｎｏ．11 地　区 小野

分　類 イベント

季　節 秋

名　称 小野地区のおんなの秋祭り　かきくらべ

場　所
（見る場所）

平井町（平井商店街周辺）

備　考
地方祭中日の夜を盛り上げる小
野地区恒例のお祭り。

写　　　　　真Ｎｏ．12 地　区 小野

分　類 シンボル

季　節 -

名　称 葉佐池古墳

場　所
（見る場所）

北梅本町（葉佐池付近）

備　考
6世紀中頃に築造、7世紀初頭ま
で追葬が行われた長円形の古
墳。
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写　　　　　真Ｎｏ．13 地　区 石井

分　類 シンボル

季　節 -

名　称 星岡山　古戦場記念碑

場　所
（見る場所）

星岡一丁目（雲門寺北側）

備　考
鎌倉時代の古戦場跡。山頂には
土居氏・得能氏の功績を称えた記
念碑が建立されている。

写　　　　　真Ｎｏ．14 地　区 石井

分　類 シンボル

季　節 -

名　称 伊豫豆比古命神社（椿神社）

場　所
（見る場所）

居相二丁目2-1

備　考
創建２０００年と言われる長い歴
史を持つ神社。

写　　　　　真Ｎｏ．15 地　区 浮穴

分　類 シンボル

季　節 -

名　称 豊島家住宅

場　所
（見る場所）

井門町421-1

備　考

主屋、表門、長屋門、長屋、米
倉、衣装倉、中倉等からなり、大
庄屋、あるいは大庄屋格の家柄
に相応しい大型民家。

写　　　　　真Ｎｏ．16 地　区 浮穴

分　類 風景

季　節 －

名　称 重信橋と石鎚連峰

場　所
（見る場所）

森松町（浮穴支所側河川敷土手）

備　考
重信川の土手から望む雄大な石
鎚連峰の風景。
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写　　　　　真Ｎｏ．17 地　区 浮穴

分　類 シンボル

季　節 -

名　称 杖ノ淵公園

場　所
（見る場所）

南高井町1346-1

備　考
空海が杖を地面に突き立てた所
から水が湧き出したという伝説を
持つ自然豊かな親水公園。

写　　　　　真Ｎｏ．18 地　区 荏原

分　類 シンボル

季　節 -

名　称 渡部家住宅

場　所
（見る場所）

東方町甲1238

備　考
1866年に上棟された庄屋の屋
敷、国指定重要文化財。

写　　　　　真Ｎｏ．19 地　区 荏原

分　類 シンボル

季　節 -

名　称 八ツ塚群集古墳

場　所
（見る場所）

恵原町（愛媛銀行総合グランド南側周辺）

備　考
平野部に位置する八基の群集古
墳。

写　　　　　真Ｎｏ．20 地　区 坂本

分　類 シンボル

季　節 -

名　称 三坂峠の遍路道・坂本屋

場　所
（見る場所）

窪野町桜2187　付近

備　考
難所といわれる遍路道と、明治末
～大正初期建築の旧遍路宿。
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写　　　　　真Ｎｏ．21 地　区 坂本

分　類 風景

季　節 -

名　称 三坂峠からの眺望

場　所
（見る場所）

久谷町（三坂峠／国道440号線）

備　考
三坂峠から松山方面を一望する
風景。

写　　　　　真Ｎｏ．22 地　区 八坂

分　類 シンボル

季　節 -

名　称 石手川の鎌投げ（鎌出し）

場　所
（見る場所）

湯渡町12番付近

備　考
城下町と付近の平野を洪水の氾
濫から守るため作られた石垣の
提。

写　　　　　真Ｎｏ．23 地　区 八坂

分　類 シンボル

季　節 -

名　称 石手川緑地・公園

場　所
（見る場所）

永木町二丁目（永木橋付近）

備　考
市の中心部を流れる石手川沿い
の全長約6kmの緑地と公園。

写　　　　　真Ｎｏ．24 地　区 素鵞

分　類 シンボル

季　節 -

名　称
和田重次郎記念碑・オーロラ遊歩道・

石手川緑地帯
場　所

（見る場所）
日の出町9（緑地帯付近）

備　考
アラスカ開拓者の和田重次郎にち
なんで整備された約800ｍの散歩
道と記念碑。
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写　　　　　真Ｎｏ．25 地　区 道後

分　類 シンボル

季　節 －

名　称 石手川の岩堰橋

場　所
（見る場所）

石手一丁目（岩堰橋周辺）

備　考
岩と緑と水の自然の中に赤い橋
がアクセントとなって良い景観に
なっている風景。

写　　　　　真Ｎｏ．26 地　区 道後

分　類 シンボル

季　節 -

名　称 道後温泉　本館

場　所
（見る場所）

道後湯之町5-6

備　考
約3,000年の歴史を誇る日本最古
といわれている温泉。

写　　　　　真Ｎｏ．27 地　区 道後

分　類 シンボル

季　節 -

名　称 道後・放生園のからくり時計

場　所
（見る場所）

道後町一丁目（道後温泉駅前）

備　考
平成6年、道後温泉本館100周年
記念に作られたカラクリ時計。

写　　　　　真Ｎｏ．28 地　区 道後

分　類 イベント

季　節 秋

名　称 松山道後秋祭り（神輿の鉢合わせ）

場　所
（見る場所）

道後町一丁目（道後温泉駅前）

備　考
道後の秋祭りで行われる鉢合わ
せ。
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写　　　　　真Ｎｏ．29 地　区 道後

分　類 シンボル

季　節 -

名　称 伊佐爾波神社

場　所
（見る場所）

桜谷町173番地

備　考
１３５段の階段の上にある、国の
重要文化財に指定されている神
社。

写　　　　　真Ｎｏ．30 地　区 道後

分　類 風景

季　節 -

名　称 道後公園

場　所
（見る場所）

道後公園1-4

備　考
伊予の豪族河野氏が道後に築い
た湯築城の跡。公園の中には展
望台もある。

写　　　　　真Ｎｏ．31 地　区 道後

分　類 シンボル

季　節 春

名　称 春の常信寺

場　所
（見る場所）

祝谷町一丁目

備　考
常信寺の白壁に沿って続く桜並
木。

写　　　　　真Ｎｏ．32 地　区 東雲

分　類 風景

季　節 -

名　称 ロープウェー街

場　所
（見る場所）

大街道三丁目　外

備　考
松山城へのロープウェーの乗り場
に通じる商店街。
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写　　　　　真Ｎｏ．33 地　区 東雲

分　類 シンボル

季　節 -

名　称 秋山兄弟生誕地

場　所
（見る場所）

歩行町二丁目3番地6

備　考
写真などを基に建設された、日露
戦争で活躍した軍人・秋山好古、
真之兄弟の生誕地。

写　　　　　真Ｎｏ．34 地　区 東雲

分　類 シンボル

季　節 -

名　称 章光堂

場　所
（見る場所）

持田町一丁目5番22号

備　考
大正8年（1919年）に設立された旧
制松山高等学校の講堂。

写　　　　　真Ｎｏ．35 地　区 東雲

分　類 シンボル

季　節 -

名　称 松山地方気象台(旧愛媛県立松山測候所）

場　所
（見る場所）

北持田町102

備　考
昭和3年（1928年）に建築された歴
史的景観を形成する重要な建物。

写　　　　　真Ｎｏ．36 地　区 東雲

分　類 シンボル

季　節 -

名　称 明教館

場　所
（見る場所）

持田町二丁目2番12号

備　考
文政11年（1828年）、藩士の文武
稽古所として建てられた藩校の講
堂。



まつやまの大切にしたい景観１００選

写　　　　　真Ｎｏ．37 地　区 番町

分　類 シンボル

季　節 -

名　称 松山城

場　所
（見る場所）

丸之内

備　考
日本で12カ所しか残っていない江
戸時代以前に建造された天守を
有する城郭の１つ。

写　　　　　真Ｎｏ．38 地　区 番町

分　類 風景

季　節 -

名　称 松山城　天守閣からの風景

場　所
（見る場所）

丸之内（天守閣から）

備　考
松山城天守閣から山頂広場を眺
める風景。

写　　　　　真Ｎｏ．39 地　区 番町

分　類 風景

季　節 春

名　称 春の山頂広場

場　所
（見る場所）

堀之内（山頂広場）

備　考
山頂広場は桜並木の風景。桜越
しに天守閣を見ることができる。

写　　　　　真Ｎｏ．40 地　区 番町

分　類 風景

季　節 -

名　称 松山城　近景（乾門外から見上げた風景）

場　所
（見る場所）

堀之内（古町道途中）

備　考
松山城の石垣や櫓等が重層的に
見える乾門外から見る風景。


